
山岳会今昔といっても昭和35年頃、いわゆる ３人寄れ
ば山岳会の時代と今を比べてみようと思う。こんなテー
マで書くことに決めたのだが、よそ様の会のことなどは
知らないし、何か一家言持っているというわけでもない。
ただ、私が所属している大阪鋭峰会をモデルに書いてみ
ることにする。
アルピニズムは山と人との関係であり、人と人との関
係ではない。我が会では人と人との関係は強い。昔は年
階級制、約束、責任、道具の貸借、そしてもっと厄介な
のは気持ちの上でのこと。だが、これは山岳会が人の集
まりである以上致し方がないし、遠征隊心理学てな学問
が文化人類学の一部門として取り上げられているのも所
詮必要悪と思って我慢するより外あるまい。
山岳会の機能は二つの面が考えられる。一つは養成機
関、他は同好会的活動である。教育に主眼をおいたもの、
そしてヤマ自体を目的とするものだ。
我が会は養成機関としての色彩が強く、五年制をとっ
ており、この五年間に山のイロハから始めて相当な所ま
でもっていこう。後半にはリーダーとして指導の任にも
当たってもらう。非常に厳しい課程であった。当然その

皺寄せとして社会生活との摩擦が起き、生活が束縛され
ることもあった。またある程度、個人の自由をも犠牲に
しなければならないこともあった。これらを維持するた
めに会員の意思を統一しなければならない。これは他の
山岳会との競争という手法で会員の技術を高めていっ
た。ただ競争心だけではなく、体力を中心に強化も行う。
技術は体で覚える式で、岩登りの道場である蓬莱峡に行
っても、最初は船坂までのランニング、次に体操、それ
から岩に向かう。体に覚え込ませる方式も大切だが、そ
れと共に技術の向上も重視して指導教程も作成した。特
に積雪期の対策として歩行から、用具の名称、使い方な
ど具体的に研究し、夜を徹してガリ版で作成した（この
ガリ版刷りは、後に府岳連の冬山教程になった）。
もう一つの同好会的活動は馬鹿にしていた風潮があっ
た。とにかくがむしゃらな登山一辺倒。その結果発足し
て十年も経たないうちに府岳連の中でも有数の団体に育
っていった。府岳連には古い体質も残っており、我々新
しい団体が何を言っても取り上げてくれなかった。それ
に打ち勝つのは実力しか無かった。そういった意味では
成果があった。

　　　　山岳会　今昔
� 城　隆嗣
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1959年から剱岳を中心に、北方稜線方面に多く出かけ
た。参加メンバーも1965年冬の毛勝山西北尾根の16名を
最大に、各山行 5 名を下ることがなかった。一方、海外
遠征は府岳連が主催した1970年のバンクーバー峰に 2 名
が参加して以降、数度にわたり我が会独自で行ってきた。
1975年アラスカのマッキンレイ山塊ハンター峰東稜、
1996年アイランドピーク、1997年フンチ峰、1998年フン
チ峰、1999年パルチャモ（6273ｍ）、2000年フンチ峰、
2001年ホワイトテント峰(6200ｍ)初登頂、2002年フンチ
峰、2003年フンチ峰（7036ｍ）初登頂、2004･2005年西チ
ベット調査、2006年ブータン・シッキム・東チベット調
査、2007・2008年東チベットの地図に無い氷河湖調査、
2009年東チベット、2010年ブータン・インド、2011年上
海・四川・雲南9800㎞の旅、2012年タイ・ラオス北部、
2013年モンゴル北西部より南部調査など。特にフンチ峰
には 5 回も挑戦し、周りから“執念の登山やな”と言わ
れ、最後に初登頂をなしとげた。

以上で分かるとおり1995年までは主として国内山行、
それに加えて1996年からは国内山行と年 １ 回海外に足を
延ばしている。時とともに登山の形式も変われば、時代
精神も代わってゆく。山が変わり、登山形態が変わって
も、人間の心底が、そう簡単に変わることはない。とは
いえ、環境が意識を規定するとやらで、隊伍を組んで規
律と統制に明け暮れるうちに、それが山登りだと思い込
んでしまい、植物の名前、周りの山の名前も知らず、た
だ登ればいい、歩けば良いと言う登山仲間が残っている。
そして、「山と人との関係」とは結局「自分との対決」
と言うことがやっと理解できるようになってきたと思う。

今の山岳会はどうだろう。どうも養成機関としての機
能は薄れているように感じる。食事をとるのも各人バラ
バラ、いわんや昼食なんかいつ摂ったのか、てんで好き
な時に摂っている。朝食、夕食も個々に持ってきたもの

を食べている。こんな風景は我々には理解できない。我々
の時代は、皆が同じものを食べていた。朝食、夕食も“い
ただきます”と全員で声をかけてから頂いたものである。
そこに「同じ釜の飯を食べた」という連帯感が生まれて
きたのだと思う。

登山用具も共同装備ではなく、個々の持ち寄り、まあ
これは管理のこともあり仕方がないとしましょう。山行
自体も訓練はそんなにしないで、ただ目的の山に、岩に、
登る。行き先だって前日や当日に平気で変更する。自分
たちで目標をたて、それに対して勉強してきたのではな
いのか？それをいとも簡単に変更してしまう。どう考え
ても理解できない。そんなことで一つの山岳会と言える
のか、単に同行の志の集まりである。

昨今未組織登山者の問題がクローズアップされてい
る。彼等は組織に縛られたくないという考えのもとで、
行きたい時に、行きたいところへ、行きたい人と、行動
する登山者を指すと考えている。そんな考えの登山者を
組織化することにより遭難事故の防止に役立てようとし
て各岳連（協会）が個人会員制度を設けているのである。
本来、組織というものが嫌いな人達が集まってもうまく
いくものだろうか？　仮に組織化できたとして、その集
団を誰が教育し、運営していくのだろうか。岳連（協会）
はそこのところを良く考え、責任を持てる自信がなけれ
ばならない。組織に縛られたくないという登山者は「お
山の大将」になりたがる人間が多いことも知らなければ
ならない。もし、新しい組織に入っても大将になれなけ
れば直ぐに辞めてしまうのは明白である。

山岳会とはかくあるべき、なんて公式は一つもない。
各会それぞれにしかるべき行き方と具体的方法があるは
ずである。それをしっかり見極め独自の歩みをしていく
のが最高の方策と考える。

１ ．関西支部に転属
京都支部に属していた私は、住所が西宮市に変わった

機会に藤本勇氏の勧めもあって関西支部に移る事になっ
た。京都支部長酒井敏明氏の了解を求めたところが、幸
い親しい先輩であった為、容易にお許しを頂くことが出
来た。関西支部には大先輩の今西寿雄氏がおられ、学生

関 西 支 部 と 私

時代にAACK「アンナプルナ日記」の出版本をザックに
詰めて、上六の会社にお届けに上がったことがある。以
来なにかとご挨拶の機会があった。ロイヤルホテルのお
別れ会に参列させて頂いている。遅すぎる転属であった。
2 ．山行委員を担当

指示を受けて委員会に顔を出したが、紹介者の藤本氏

回想の記　� 新井　浩
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日本山岳会には、昭和62年 １ 月に入会しました。 ３ 月
には東京本部より新入会員オリエンテーションの案内が
あり参加しました。この時に本部ルームへ行かないと、
行くことも無いだろうとの思いでした。

これより以前に、近畿山岳愛好会に昭和54年に入会し
ています。私と山との関わりはこの会より始まりました。
愛好会の会員でおられた大阪市大山岳部の泉隆次郎さん
の勧めで何人かが入会しました。後年、泉さんは愛好会
の会長になられました。

谷歩き、岩登り、六甲全山、雪の山、スキー等、それ
ぞれの例会に参加しました。

そして関西支部、ここでは山も、又以外のことでも楽
しませていただきました。

十二月になると今西邸にてお餅つきがあった。山とは
違った楽しみなことだった。山靴でない素足に下駄履き
の今西会長の杵をもたれての姿は、毎年しっかり拝見い

たしました。
そしてチロルでのスキー。大東洋での新年会、蔵書を

読む会等々。
更に個展を何回かしておられる田中邦彦さん指導のス

ケッチの会が平成5年に始まった。10月に住吉川を。有
馬富士、中山寺、室生寺や荒島岳へも。そして六甲山の
高山植物園では草花を描いた。

それら描いた作品のスケッチ展を 9 年 6 月にグランド
ビルにて催された。10年はスケッチの会 5 年目の「世界
の山」展をグランドビルで催された。16年には中部さん
の白馬の山荘にてスキーとスケッチの例会、楽しみなこ
とでした。

スケッチ例会、スケッチ展と関西支部での大切な絵と
の関わりでした。

� （会員番号9994　2014/5/6受）

関西支部で楽しんだスケッチ　� 小寺佳美

はなんと欠席しているではないか。なんとも間の悪い空
気の中、阿部支部長に挨拶して引き上げた。「まずは山
行委員をやり、慣れて下さい」とのことであった。

最初に参加したのは、「六甲道畦谷（沢登り）」で、藤
本氏の責任担当であった。支部報No.91に私のレポート
が載っているが、初登場の挨拶となった。私の最初の責
任山行は、和泉の「ボンデン山」であった。徐々に面識
を得て行動しやすくなる。妙高笹が峰の京大新ヒュッテ
に案内し、火打山・妙高山に登ったり、志賀高原の京大
スキー部ヒュッテに泊まり、志賀山を回遊したりと、楽
しい山行が続いた。

平が岳登山は、学習院大山岳会とのおつきあいの中で
桜井昭吉氏と知り合い、昔と違って容易なルートが出来
たとの説明で心が動く。桜井氏は、深田久弥氏を平が岳
に案内しておられるガイドである。このお誘いを受けて
実現した山行は、好天に恵まれ、小出で一泊し、暗い中
を出発して登頂を果たし、銀山平小屋に無事下る事が出
来た。会心の山行であった。富士の宝永山行きは斉藤惇
生日本山岳会会長のお誘いで、復活の須山ルートを体験
する事が出来、地元の裾野市の勝又一歩氏を知り得たこ
とによる。親切なお世話を受け、富士の新五合目まで上
がり、東へトラバースして、宝永山の火口の中の砂場を
登る。同行の久保三朗氏も大喜びであった。なお、これ
を知った浅野初子さん一行も別に登頂されたことを記し
ておく。

３ ．支部創立70周年記念山行
記念式典は高野山で行われた。その準備時期には阿部

支部長から宗實さんと共に式典担当の指名を受けていた
が、活動開始寸前に副支部長の金井氏に担当が振り替え
られていたのに驚かされた。

一方の海外山行は、大西保氏の隊長案が決まり、私が
事務局長を務めることになった。大西氏とは、ナラカン
カールヒマールの旅にご一緒した間柄であった。私自身、
AACK会長の高村氏を支え、梅里雪山隊の事務局長を
務めた経験があり、やる気満々であった。「西チベット
学術登山隊」として雪峰と岩峰の二つを初登頂し、謎だ
った河口慧海のチベット入国ルートを解明するという目
的を達成した。JAC100周年記念事業となったのは、平
林実行委員長の大いなる力に依っている。募金活動を盛
り上げる為に、マスコミにニュースを提供し世間に知ら
しめたいと、積極的にアピールを行った。幸い河口慧海
の「チベット旅行記」が関心を呼び起こす起爆剤となり、
若い記者は山岳の知識は薄かったが勉強して紙面に記事
を書いてくれた。これらは、事務局の隠れた功績といっ
ても良かろう。

募金に関連して書き残したい事は、阿部総隊長や大西
隊長らが多額の寄付をされていたことで、まことに頭の
下がる行為である。深く御礼申し上げます。
� （会員番号10802　2014/5/22受）
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支 部 山 行 報 告

5 月11日（土）晴

　石徹白道登山口より石徹白大杉を経ておたけりの坂・
雨やどりの岩屋と順調に進む。登山道にはタムシバにシ
ョウジョウバカマ。気温は高く、春とは思えない初夏の
陽気で、神鳩ノ宮避難小屋までほとんど残雪は見られな
かった。結局アイゼンなしで銚子ヶ峰山頂まで到着。天
気が良いため銚子ヶ峰から連なる一ノ峰・二ノ峰・三ノ
峰、また別山と雄大な山容が堪能出来る。360度のパノ
ラマを心ゆくまで楽しめた。この日はP1784手前でテン
トを張り、星を眺めながらの就寝となる。
5 月12日（日）晴

計画ではよも太郎から薙刀山・野伏ヶ岳まで縦走の予定
だったが、残雪があまりに少ないため願教寺山までの行
程に変更となる。昨夜通ったであろう熊の足跡を横目に
見ながら雪の固い早朝の間に願教寺山をピストンし帰路
につく。願教寺山からは昨年縦走した大長山・赤兎山を
懐かしく眺められたが、今回行く予定だった野伏ヶ岳ま
での稜線は猛烈な藪であった。例年になく少ない残雪に
薙刀山・野伏ヶ岳は次への持ち越しとなる。

【コースタイム】
11日　石徹白道登山口10:07　10:25石徹白大杉　11:54お
たけりの坂　12:41神鳩ノ宮避難小屋　14:22銚子ヶ峰　
15:02テントサイト
12日　下降点04:45　06:56願教寺山　10:20銚子ヶ峰　11:

11神鳩ノ宮避難小屋　12:55石徹白道登山口

支部山行14-4　4000山グランプリ

銚子ヶ峰～願教寺山
村田かおり

【参加者】
重廣恒夫　黒田記代　村田かおり� 計 ３ 名

バリ島デンパサールから飛び立ったプロペラ機の窓か
ら、海岸線に裾を引く美しいコニーデ型の山が見えた。

「リンジャニ？」否、「アグン山」と誰かが言う。飽きず
に眺めていると遠く一連の山から一際キリリッと聳えて
いる山が映し出された。「リンジャニ山だ！」早や海峡
を渡りロンボク島なのだ。僅か40分の飛行。プラヤの空
港に降り立ち、彼方のリンジャニ山の雄姿に「よろし
く！」と声を掛けた。 6 日間の海外山行のアプローチで
ある。

5 月13日　関空発　インドネシア・バリ島�デンパサ
ール着。クタ地区のホテル泊。

5 月14日� �朝食は温かいナシゴレンの箱弁当。隣の島
ロンボク島プラヤへフライト。着後は、専用車で各地観
光ポイントを巡りながらリンジャニ山の懐にある村スン
バルン・ラワンの宿泊施設レンバ・リンジャニに。

5 月15日　朝は快晴。リンジャニ山が赤く染まってい
る。ジープは悪路を突いて登山口（約1100ｍ）へ。現地ガ
イド ３ 名、ポーター数人と合流した。テントサイトのプ
ラワンガンは2700ｍ、標高差1600mを登る。畑地を抜け、
放牧地の草原の中をひたすらトラバースするも高度が稼
げない。今は乾季、照り付ける太陽から逃れようにも影
がないのだ。幾本もの沢筋を渡るが水もない。「あぁー、
いったい本当の登山口はどこ？」美しい山が少々憎らし
く見えてくる。出発後 ３ 時間余、Pos 2 の昼食場所に着
いて息を吹き返した。尾根に出合うのはPos ３ の先であ
った。この辺りから木々が目立ち始め木陰が嬉しい。急
坂をじっくり登る。左にプリーツ状の山肌と明日辿る山
頂への火口縁の道がくっきりと見える。登り詰めると視
界が開け、眼下に火口湖セガラ・アナ湖が見えた。キャ
ンプサイト着。

5 月16日　午前 2 時半に出発。狭い登山道には夥しい
テントの列。行く手にはライトの列が続く。富士山並み
の混雑だ。足元だけの世界から徐々に視界が広がり、 6
時15分頃水平線の雲の上から朝日が昇った。少しすると

支部山行14-5　海外トレッキング・インドネシア

ロンボク島最高峰「リンジャニ山3726ｍ」
久保和恵
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銚子ヶ峰より別山を望む　写真提供：重廣恒夫



対岸にピラミダルなリンジャニの影が写し出され、しば
し感慨にひたる。我に返ると足元は地獄である。傾斜が
増すほどに砂礫の道は不安定、思うように登れないから
厄介だ。雨や強風でなくて良かった。

やっとの思いで登頂。ここより高い山はない。遥か西
にアグン山、東方、海を挟んだ島影はスンバワ島だろう
か。火口にはコバルトブルーの水を湛えた湖、寄り添う
小さな新火山。鋭く切り立つ火口壁など素晴らしい景観
だ。頂上はほぼ貸切り状態。同行の現地ガイドが神事を
始めたのには意表を突かれた。供物を捧げ、白装束で儀
式が執り行われた。皆も首を垂れる。霊峰リンジャニ山、
神の領域に入った許しと、感謝。そして登山者の安全祈
願のお祈りだろうと想像する。テント場へ標高差1000ｍ
を一気に戻る。滑ること甚だしかったが 2 時間で下った。
朝食後往路を戻るが、下方で道を分け暗い樹林帯を抜け
るとスンバルン・ラワンの村中に出た。本日の行動時間
14時間30分。よくも歩けたものだ。冷たいコーラが喉を
鳴らす。ガイドとポーターに感謝と別れを告げ、ガスに
身を隠すリンジャニ山に「ありがとう！」の言葉を残し、
専用車でスンギギへ。

5 月17日　午前中リゾートホテルで骨休め。午後バリ
島へ。夜は伝統舞踊を観賞しながら夕食をとり、深夜関
空へ帰国の途についた。

【コースタイム】
15日　登山口08:50　12:00�Pos 2 13:15　14:10 Pos ３ 14:25

　17:30テントサイト
16日　テントサイト02:30　07:30山頂08:00　10:00テント
サイト10:53　14:15Pos 2 14:50　17:00スンバルン・ラワ
ン

【参加者】
重廣恒夫　茂木完治　新本政子　水谷透　久保和恵

（会友）黒岩敦子　（一般）３ 名　ツアーリーダー １ 名

� 計10名

5 月24日（土）晴

天気が良く、暑い中での山行となった。今回のコース
は標高500～600ｍの低山である。

いざみ峠から駒返峠を過ぎた先の法沢山頂（643.4ｍ）
は遮るものがなく暑いが周囲が一望できる。下草はほと
んどなく歩きやすい。概ね予定コースタイム通りで円城
寺峠手前の少し平坦な場所をテントサイトとする。支部
長が取水のため谷に下る。残ったメンバーで手早くテン
トを設営する。外で夕食と酒を飲み、談笑後就寝となる。
私はシュラフカバーのみであったが寒くはなく快適であ
った。
5 月25日（日）晴

円城寺峠には古い石仏があった。日があがり高竜寺ケ
岳（696.7ｍ）に到着。山頂には一面の芝生と東屋があり、
眺望も良く快適な場所である。尉ヶ畑峠までの下りは良
く整備された登山道。Ｐ523までは順調であったが、そ
の後ヤブが出だしスピードが遅くなったため、予定より
も手前の大成峠から下山となった。

今回の法沢山、高竜寺ケ岳は、共に兵庫県山岳連盟・
各市町・神戸新聞社等による「ふるさと兵庫100山」に
選ばれている。

【コースタイム】
24日　いざみ峠11:41　13:44駒返峠　15:09法沢山　18:14

テントサイト
25日　テントサイト04:18　04:27円城寺峠　07:26高竜寺
ヶ岳　08:29尉ヶ畑峠　09:33Ｐ523　13:09大成峠

支部山行14-6　関西支部県境縦走17

いざみ峠～円城寺峠～大成峠
辻　和雄
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頂上への登り　　写真提供：重廣恒夫

高竜寺ケ岳山頂にて　写真提供：重廣恒夫



【参加者】
重廣恒夫　黒田記代　山内幸子　久保和恵　野村珠生　
松仲史朗　村田かおり　辻和雄� 計 8 名

5 月29日（木）

「湖北の山」と聞くと、つい嬉しくなって、参加させ
ていただいた。「呉枯の峰」は、木之本の町をとりまく
ように張り出して、「菅山寺」という古刹への里人の厚
い信仰と歴史の旧さを感じる山であった。

意富布良神社の横手から田上山へ登り始める。ゆるや
かに自然林のなかをジグザグに登っていくと、初夏の日
差しで汗ばむほど。途中の上宮跡で一息入れて、田上山
城跡につく。賤ヶ岳の合戦のときの秀吉の本陣が置かれ
たという。小さなアップダウンのあと、自然林と植林の
境を分ける道を登って行く途中で、「おやつにしよう」
のお声がメンバーからかかった。おいしいお菓子を頂い
て、元気を取り戻して、田上山公園分岐に着いた。方向
を変えて、南進すると、まもなく「呉枯の峰」一等三角
点　山頂531.9ｍに到着した。大きな「ほおの木」がは
るか上方に白い花をつけているのが季節を感じた。ラン
チタイムは、楽しい話題が輪になってひろがる……。

午後は、山頂から田上山公園分岐まで戻り、菅山寺分
岐へと進む。分岐には、これから向かう菅山寺の歴史が
詳しく書かれた標識板があった。少し急だが、整備され
た広い道を下る。近江天満宮を通り、朱雀池のほとりの
オカタツナミの行儀の良い咲きぶりに感心し、菅山寺に
着く。こんな豪雪地帯の山奥に、よくぞこのような立派

支部山行14-7　ゆるやか山行【里山探訪】

歴史と文化を訪ねる13

湖北　田上山～呉枯の峰
上田典子

な建造物が、八世紀の大昔に開基されたものだと、また
また感心する。が、かなり荒廃した様子も伺える。妙法
経堂の石段を上がると、ヒメシャガが一輪待っていてく
れた。本坊の入り口には 2 本のケヤキの大木が門を挟ん
で立っている。右手のほうの幹はかなり痛々しい。なに
しろ菅原道真お手植えというから、数百年の樹齢であろ
うか。そっと撫でて、「気」をもらった。見学を終えて、
分岐まで登り返し、坂口集落への良く踏まれた下山路を
ゆっくり歩く。ときおり毛虫がぶら下がっていて、よけ
ながら。道端にはお地蔵さんがいくつも置かれ、中には
首の取れたのも見られた。里人の信仰の深さを感じた。
北陸自動車道のトンネルで、クールダウン後、坂口バス
停に向かう。坂口からの上り口には立派な鳥居があり、
石柱がある。バス停に向かう北国街道で、名物「菊水飴」
のお店に寄り、試食する。あまりのおいしさに買った。
帰宅して、数日は巻いた水あめをなめながら、ニカニカ
と思い出と味を堪能したものであった。

リーダーのお人柄そのもののような、和やかでアット
ホームな例会に参加させてくださり、ありがとうござい
ました。

【コースタイム】
ＪＲ木ノ本駅09:34―09:44意富布良神社10:04―10:28上宮
跡10:36―10:47田上山城跡10:54―11:53田上山公園分岐
11:57―12:02呉枯ノ峰山頂（ランチ）12:51―田上山公園分
岐12:56―13:16菅山寺分岐13:19―13:33近江天満宮13:38―

13:43管山寺13:48―13:53ケヤキの大木14:09―14:21管山寺
分岐14:29―14:59坂口登山口15:00―15:21坂口バス停15:42

　15:56JR木ノ本駅
【参加者】
久保和恵　山内幸子　新本政子　岩崎しのぶ　魚津清和
浦上芳啓　金井健二　戸島泰三郎　平井一正　松波幹夫
水谷透　宗實慶子　上田典子　（会友）岐部明弘　小林三
喜男　中野峯子　中川富夫　横山規江　（会員外）秋月修
次　立野里織　田中アキヱ� 計21名

6 月 1 日（日）晴

5 月から異常に暑い日が続き、この日も軽く30度を超
えることが予想されていた。実は、前の日に家内と下見
に来たのだが、ハイキングだけで暑さに負けてしまった。
それでこの日は不安でいっぱいだった。小さい子もいる

支部山行14-8　わんぱく探検

四条畷　むろいけ園地（大阪府民の森）
茂木完治

6

2014年 9 月

荒廃している菅山寺　　写真提供：小林三喜男



ので、熱中症になったりしないだろうか。
水辺園駐車場に集合した10時ころにはすでにムアーと

した熱気が感じられた。ともかく無理はしないというこ
とで腹は決まっていた。それで、室池池畔を巡るハイキ
ングはやめて直接、飛行機飛ばし会場の森の劇場へ行く
ことにした。テニスコートの脇を通って駐車場から吊橋
を渡れば森の宝島という子供向けの公園に入れる。大き
な白い滑り台が目に入る。子供達は飛んで行って滑り台
で遊ぶ。コンクリートの滑り台に手を触れるとかなり熱
い。それをものともせずに子供達は繰り返し滑る。元気
なものである。ターザンロープ、わんぱく坂を上がって
森の劇場という広場に出る。木陰にシートを敷いて早く
もお昼の準備をする。紙飛行機も飛ばし始めた。

今年の紙飛行機はストローを軸にして、葉書で羽根を
作り、輪ゴムで飛ばす方式を試してみた。手で飛ばすよ
りも輪ゴムの方がよく飛ぶ。そのぶんしばしば木に引っ
掛かってしまった。木の枝で払い落したり、靴を投げあ
げて落としたりと、それもけっこう楽しい遊びになった。
遊ぶことしばし、予定より 2 時間早かったが午後 １ 時で
解散した。ともかくとても暑い日でした。

【参加者】
清瀬祐司　渡辺裕　渡辺絵里子　渡辺祐己（11歳）　渡辺
美彩稀（ 9 歳）　渡辺遥己（ 7 歳）　大田千穂子　大田ゆう
すけ（11歳）　大田あつし（ 9 歳）　村上健吾　村上もとは
る（ 9 歳）　村上ちさと　野口恒雄　野口美枝子　野口蒼
生（ 7 歳）　野口樹生（ ３ 歳）　秋枝秀實　秋枝大吾　秋枝
千尋（ 5 歳）　山内幸子　久保和恵　茂木完治

支部山行14-9　4000山グランプリ

順尾山～大倉山・高尾山・吉次山
黒田記代

6 月14日（土）曇後晴

金沢駅からタクシーで登山口に向かう。湯涌温泉を過
ぎ、10号線のゲートが先日来の大雨のため閉まっていた。
ゲートから順尾山登山口まで歩いて縦走を開始。上順尾
山、順尾山から大倉山に到着。大倉山山頂から少し西側
に展望台があり南方面が開けていて、月ヶ原山・多子津
山・大門山・見越山・奈良岳・高三郎山などの山々が展
望でき、絶景であった。順尾山登山口まで 2 時間20分ほ
ど予定外に時間がかかったので、赤堂山から月ヶ原山・
多子津山に行く当初の予定を変更し、高尾山から吉次山
方面に行くことになった。順尾山分岐に戻り、奥高尾山
からブナ平を過ぎた辺りにテントを張った。
6 月15日（日）晴

日尾池から吉次山を往復してテントサイトに戻り、奥
高尾山に引き返し、前高尾山を経て湯涌温泉に下山した。
日尾池はかなり大きな池で、池周囲の樹々にはかなり上
のほうまでモリアオガエルの卵がたわわについていて、
遠目には白い花が咲いた様に見えた。

6 月にすればさわやかな山歩きとなり、ブナ林の中を
歩いた 2 日間だった。

【コースタイム】
14日　金沢06:40（タクシー）登山口手前ゲート07:26　順
尾山登山口09:49　10:38上順尾山　11:14順尾山　11:44奥
高尾山分岐　12:59大倉山　14:17順尾山分岐　16:47奥高
尾山　ブナ平　17:19テントサイト
15日　テントサイト04:31　05:37吉次山　07:55奥高尾山
　08:46前高尾山　10:12高尾山登山口

【参加者】
重廣恒夫　山内幸子　黒田記代� 計 ３ 名
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森の宝島にて　写真提供：茂木完治

大倉山展望台から望む山々　写真提供：重廣恒夫



6 月19日（木）晴

梅雨の中、今日は天候に恵まれた山行である。森上バ
ス停から数分の岐尼（きね）神社で準備運動をしてからス
タートする。ゆっくりとあぜ道歩き。途中に慈眼寺のお
寺が有り立ち寄る。住職さんの法話の中で伺ったのです
が、こちらに安置されている観音様は「オオカミ」とい
う昔話に出てくるそうです。お寺を後に、裏手の大阪環
状自然歩道の道標に沿ってコンクリート道を歩きゼフィ
ルスの森へ。ミドリシジミ類の蝶々が多いと思ったので
すが、少なかったですね。蝶々を後にして、登山道に入
り階段を登って山頂に到着。

私は 5 、 6 年前に三草山に来たのですが、登山道も整
備されて、山頂は当時広く感じたのですが、狭かったで
す。

才の神峠の道、三草山の古名は「美奴売山（みぬめや
ま）」と言い、神宮皇后の三韓遠征にまつわる船材の供
与など、戦国時代の能勢塩川軍の「三草山清山寺合戦」
が繰り広げられた所らしい。

長谷の集落を巻くように下って行くと、やがて棚田を
臨む位置、日本の棚田百選の一つだそうです。約四百年
前に築かれた「ガマ」と呼ばれる農業用水、冷たく、水
がきれいです。所々にアザミの花、皇帝ダリア、ヒマワ
リの花が咲いて、また山一面新緑、目の保養になりまし
た。

【コースタイム】
森 上 バ ス 停09:19　09:27岐 尼 神 社09:43　10:05慈 眼 寺
10:45　11:31ゼフィルスの森　12:03三草山（昼食）12:55　

支部山行14-10　ゆるやか山行【里山探訪】

歴史と文化を訪ねる14

能勢　三草山
田中アキヱ

13:11才の神峠　長谷の棚田　14:09慈眼寺　14:11源満政
の廟　14:46森上バス停

【参加者】
久保和恵　山内幸子　魚津清和　浦上芳啓　金井健二　
戸島泰三郎　橋本圭之輔　松波幹夫　宗實慶子

（会友）岐部明弘　黒岩敦子　小林三喜男　横山規江
（会員外）秋月修次　田中アキヱ� 計15名

6 月28日（土）曇のち雨

但東町中藤より林道に入り、終点から約30分で大成峠
に復帰。曇空に助けられ涼しい風が時折吹き、心地いい
コンディションだ。藪もなく順調に進むが、岩屋峠に下
るところでトンネルの屋根に阻まれ下り場所を幾度とな
く確認。トンネルを迂回して県境に再度復帰する。峠か
らは急斜面の笹を掴みながら一気に稜線に上がり、薄い
笹薮を進む。程なく藪はなくなり歩きやすい登山道へと
変わり三角点岩屋に到着した。三角点を過ぎた辺りから
雨が降り始め、予定通り奥藤分岐の峠を少し下ったとこ
ろでテントを設営。サンコウチョウの愛らしい声を聞き
ながら就寝となる。
6 月29日（日）曇

朝方には雨も上がりテントサイトを出発。P424を過
ぎた辺りから鹿除けのネットが確認出来る。ネットは三
角点・加悦奥の辺りまでの広範囲に渡り繋がっており、
子鹿がネットに引っ掛かり絶命しているのに遭遇。加悦
奥峠を経て徐々に気温も上がり蒸し暑い熱気となる。
P464からは腰までの笹藪を進み、順調に滝峠へと出て
今回の踏査は終了した。

支部山行14-11　関西支部県境縦走18

大成峠～滝峠
村田かおり
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三草山の棚田　　写真提供：小林三喜男

四等三角点・加悦奥峠にて　写真提供：重廣恒夫



2014年 4 月13日（日）9:30～15:30

民間団体の森づくり活動にも国が支援する「森林・山
村多面的機能発揮対策交付金」という長い名前の交付金
を受けることが決まった。提出した計画書通りの作業実
績を遂行するには作業ペースをあげる必要があり、 4 月
からは作業日を増やして月 2 回とした。

今回から44林班内の「干害防備保安林」の整備作業に
入り、0.2haの林床整備と枯損木の除伐作業を行った。
作業地は30～60度の傾斜地のため、伐倒、伐倒木の玉切
り、枝切り、事後の林床整備とも作業はかなり困難を伴
うものだった。立派なモミの大木が多い急斜面に、半分
腐りかけた直径70㎝程のモミの木があり、この枯木の伐
倒に一番苦労した。 4 人がかりで、 １ 時間ほどかかって
やっと倒すことができた。樹齢100年を超える大木で伐
倒するだけで精一杯、後処理までは手がまわらなかった。

【参加者】
金井良碩　斧田一陽　黒山泰弘　薦田佳一　宮本廣　福
井誠　武田寿夫　倉谷邦雄　中村賢三　須本淳史　阪下
幸一　石原順子� 計12名

2014年 4 月24日（木）9:30～15:00

前回に引き続き、保安林内の枯損木の除伐と林床整備
を行った。大きな枯損木がなかったので作業がはかどり、
天狗杉までの東海自然歩道沿いの西斜面の整備作業は、
ほぼ終了した。大きなモミの木が 2 本並んで立ってたの
を計ってみると、一本は胸高直径69㎝・幹周り216㎝、
他の一本は胸高直径102㎝・幹周り320㎝だった。直径
102㎝は、この辺りでは一番太いのではないかと思う。

【参加者】
斧田一陽　宮本廣　薦田佳一　武田寿夫　杉本佳英　秦
康夫� 計 6 名

「本山寺山森林づくりの会」作業報告
秦　康夫

2014年 5 月11日（日）9:30～15:00

３ 名づつの ３ 班体制 9 名で保安林内の枯損木の伐採と
林床整備を行い、計30数本を伐採した。枯木とはいえ大
きいのは直径40㎝程あり、伐採と後処理に手間と時間が
かかったが、これで天狗杉の上部、本山寺山頂上周辺、
約0.3haの整備はほぼ終わった。

2 名は作業地周辺の植生調査を行った。モミ、カエデ
等の実生は随所にみられるが、全般的に広葉樹系が少な
く、またほとんどが １ 年生で 2 ～ ３ 年生がないのは鹿害
のせいではないかとのこと。

【参加者】
宮本廣　倉谷邦雄　中村賢三　薦田佳一　秦康夫　武田
寿夫　福井誠　阪下幸一　黒山泰弘　中村康則　斧田一
陽� 計11名

2014年 5 月22日（木）9:30～15:40

　前回までに作業を終えた本山寺山の山頂近辺から稜線
に沿って西方面と、斜面を下って東方面保安林内の林床
整備を行った。保安林内なので、針葉樹、広葉樹を問わ
ず生木の伐採はできない。枯損木の伐採、枯れ枝払い、
散在する風倒木の整理等を行い、約0.8ha範囲の林床整
備ができた。斜面が比較的ゆるやかなので作業がしやす
く、大小あわせ30数本の枯損木を片付け、林内は大分す
っきりした。

【参加者】
宮本廣　薦田佳一　武田寿夫　阪下幸一　杉本佳英　秦
康夫　斧田一陽� 計 7 名

2014年 6 月 8 日（日）9:30～15:40

干害防備保安林は約 5 haあり、本年 8 ～ 9 月に林床
整備作業を終える予定だが、これまで 4 回の作業で整備
できたのは 2 ha程度。今日は ３ 班に分かれて作業した
が、作業参加人数も多く、大口径の木が少なかったこと
もあって作業が進み、計30本ほどの枯損木の伐採と、倒
木の整理を行い、約0.9haの林床整備ができた。腐敗し

【コースタイム】
28日　大成林道終点11:28　12:05大成峠　12:42P546　
13:42磯砂山分岐　14:11境界分岐　15:11岩屋峠　16:49 

P395.6　17:27奥藤分岐　17:44テントサイト
29日　テントサイト04:28　04:47奥藤分岐　06:14P306.1
　06:43加 悦 奥 峠　08:08P342　09:39P464　10:45滝 峠　
11:20民家

◆参加者名の追加

支部山行14-3の参加者欄（支部報No.155�p.14掲載）に「新

本政子」追加　合計人数も両日「 １ 名」 プラス

【参加者】
重廣恒夫　黒田記代　山内幸子　久保和恵　野村珠生　
松仲史朗　村田かおり� 計 7 名
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た倒木のヒノキの幹から、無数の羽化したばかりの羽虫
が、続々と舞い上がる様にはびっくりした。

【参加者】
金井良碩　宮本廣　薦田佳一　武田寿夫　斧田一陽　福
井誠　中村賢三　黒山泰弘　石原順子　秦康夫　猪川誠
倉谷邦雄　須本淳史� 計13名

2014年 6 月26日（木）9:30～15:40

4 名づつ 2 班に分かれて作業。枯損木10数本の伐採と
伐採後の整備、倒木・落枝等の整理を行った。保安林北

部は水源地の上部にあたるが、近くの東海自然歩道・天
狗杉周辺がハイカーの休憩場所となるため、チリ紙等の
ゴミが多い。穴を掘って一部の紙ゴミは埋め、大部分の
ゴミは用意したポリ袋に入れて持ち帰った。帰路、東海
自然歩道を横切って掘られている水切りの溝が、土や落
ち葉で埋まっている箇所があり、土や落ち葉を取り除い
て水切り溝の整備をした。

【参加者】
宮本廣　薦田佳一　武田寿夫　斧田一陽　倉谷邦雄　秦
康夫　杉本佳英　石原順子� 計 8 名

今年は広島支部が担当し、灘、伏見、と並ぶ酒造りで
有名な東広島市の西条で行われた。関西支部からは 5 人
が参加した。

初日は西条駅前の賀茂泉会館四階の「泉ホール」で、
新書大賞2014の受賞で話題となっている「里山資本主義」
をテーマに関係者の一員でもあるＮＨＫ広島放送局のチ
ーフ・プロデューサー井上恭介氏の講演が行われた。身
近な資源「山の木」等を活用して地域を活性化させる試
みで、私たちの意識と生活様式の変化が地域再生につな
がるという話で感銘した。

続いて各支部の自然保護活動の報告があった。明日、
見学を予定している竜王山の市民の森づくりの取り組み
について広島支部自然保護委員長の前垣寿男氏（西条酒
造協会理事長）が説明された。西条駅近くには現在も 8
軒の蔵元が連なり、赤い煙突と白壁の続く独特の街並を
作っていて「西条酒蔵通り」と呼ばれている。豊かな地
下水が流れ西条の銘酒を支えている。この地下水の水源
は西条駅北側、約 2 ㎞に位置する標高552ｍの竜王山で、

第８回日本山岳会森つくり連絡協議会報告
　� 2014年 ３ 月21日（金）～23日（日）

阪下幸一

降った雨は約50年かけてゆっくりと流れ、南側の酒造地
域へ良質の水を送り届ける。さらに南に下ると鉄分の多
い水となっているので、酒造地域は奇跡の名水が湧き出
るところといえる。20年ほど前に杜氏から「地下水の水
位が年々下がっている、将来は水が枯れるのでは」と聞
いた。水源の竜王山、麓は宅地造成で開発が進み、水田
の減少など環境が変わっていた。2001年に検討会から出
発し、“山つくり・水つくり・美しい故郷作り”をミッ
ションに産・官・学・市民からなる「西条・山と水の環
境機構」を発足させた。西条酒造組合に対して、酒 １ 升
売れば １ 円を拠出することの賛同を得、基金を確保し、
継続的な事業を可能とした。除伐、間伐した木材でウッ
ドチップを作り、堆肥に混ぜて田んぼに鋤き込んで、酒
米の生産に活用する。酒米が酒となり、売り上げの一部
が基金となって活動の源となる。12年間で59回実施。各
蔵元には水飲み場を設け、酒蔵通りの景観に役立ててい
る。また、山の手入れが植生や地下水の水質、水量にど
のように影響するのかを研究機関に委託し、その成果を
活動に反映させている。その後、前垣さんの蔵元を見学
し、蔵人さんの寮に泊めていただく。

翌日は、竜王山憩いの森を視察。作業場で廃材をチッ
プにして、山に撒き戻すのを見学した。竜王山頂を往復
し、午後二時頃解散。関西支部 ３ 人は広島支部の方の案
内で広島市内を観光し、ＪＡＣ広島支部のルームに寄る。
関西支部ルームより広く、談話室等も親しみやすい雰囲
気だった。再び西条に戻り、この日も蔵元の寮に宿泊する。

３ 日目は、船で宮島に渡り、厳島神社を参拝。弥山に
登山。15時頃解散。お世話に成った方々に感謝して帰路
に着く。

【参加者】
金井良硯　斧田一陽　阪下幸一　（本山寺森作りの会）須
本淳史　福井誠� 計 5 名
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竜王山いこいの森（作業小屋）の前で　　写真提供：阪下幸一



6 月 9 日（月）

関西から 2 台の車に分乗し新緑の上高地に向かった。
平湯ターミナルでタクシーに乗り換え上高地に向かっ
た。上高地バスターミナルに着くなり猛烈なスコールと
雷の洗礼を受けながら上高地山岳研究所に到着。初日は
お刺身や色とりどりの新鮮なサラダで祝杯をあげる。
6 月10日（火）

早朝、霧が立ち込め新緑の上高地の自然は,鮮やかな
広葉樹が広がる樹林帯と野鳥のさえずりが気持ち良い。

今日の自然観察は、早朝から晴れ間が現れ快適な観察
日和となった。河童橋を渡り小梨平、明神館と歩き白沢
出合で、徳本峠方面の白沢樹林帯を進む。カラマツ、カ
ツラ、イチイ、シラビソ等の樹木、立ち枯れした樹木、
苔むした樹木が林立し、木漏れ日を受けた新緑が特に美
しい。また高山植物は登山道両側に沿ってあちこちに花
が咲いていた。下流側の白沢沿いはニリンソウ、エンレ
イソウ、コウモリソウ､ などが多かった、上流の黒谷（標
高1565ｍ）に入るとサンカヨウ、エンレイソウの花が目
を楽しませてくれた。

標高1650ｍ当たりになると雪渓が現れ，少し登った
1670ｍ辺りで再び夏道に戻り徳本峠まで続いていた。

峠では安曇野側から霧が流れ込み視界が数ｍ程で、残
念ながら穂高側は何も見えない。徳本峠小屋は、今もい
にしえの懐かしい面影を残していた。昼食後、同じ道で
下山。少し下った辺り、霞沢岳方面の斜面で岩雪崩が発
生、不気味な大きな音が「ガッガーン」と何度も鳴り響
いた。対面の垂直の岩壁に、はっきりと縦に100～150ｍ
程の岩雪崩のあとが出来ていた。登山道からは対面の斜
面であり、影響を受けることなく下ることが出来た。高
山植物、樹木の観察を楽しみながら下山した。
6 月11日（水）小雨

今日は岳沢小屋までの自然観察。朝から小雨で、青々
とした新緑の森の中を出発。穂高岳・岳沢登山口からは
岳沢に進路を取った。

緑豊かな新緑の森を歩く、標高1600ｍ辺りから傾斜が
少しずつ付いてきた。前明神沢出合辺りで20～30年前に
生じたと思われる雪崩で根こそぎ流されたカラマツ、イ
チイ、シラビソ等の大木が重なり合って横たわっていた、
改めて自然の驚異に感動した。

1850ｍの地点まで登ってくると、岳沢の「ガレバ」に
着いた。展望が開け上部には間ノ岳、天狗岩、ジャンダ

春の上高地自然観察会
薦田佳一

ルム等、下方には上高地の森と赤い屋根が綺麗に融和し
ていた。穂高の峰々を背に粋なポーズで写真に納まる阪
下さんに大喝采が沸いた。

さらに登ってゆくと美しいダケカンバが続く。2140ｍ
辺りから雪渓が現れ、フィクスロープが張られており、
安全に登ることが出来た。正午頃、岳沢小屋に到着。岳
沢小屋の上方に奥穂高岳―前穂高岳の吊尾根辺りが良く
見えた。扇沢、前穂高沢には残雪がぎっしり残っていた。

小一時間ほど滞在して下山の途に付いた。途中オオカ
メノキ、タラノキの群生が目についた。登山口を出て湿
原を散策し、山研に戻った。
6 月12日（木）雨

早朝、霧の中、大正池辺りの自然観察に出かけた。河
童橋から右岸を歩き、ウエストン碑、田代池、大正池と
霧雨の中を散策した。焼岳は霧に隠れうっすらと確認で
きた。帰りは帝国ホテルに立ち寄り、山研に戻って朝食
を頂く。部屋の掃除を終えて山研を後にした。平湯で駐
車していた車に乗り換え、途中、古都古川に立ち寄る。
大阪には明るいうちに到着。楽しい4日間の春の上高地
自然観察を楽しむことが出来ました。

【参加者】
阪下幸一　斧田一陽　秦康夫　中谷絹子　薦田佳一　

（会員外）2 名　（その他別行動会員外 6 名）� 計13名
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徳本峠小屋　　スケッチ：薦田佳一



1970年 8 月の初旬、フランス在住の妹と 2 人でシャモ
ニに行き、モーリス・エルゾーグさんの館を訪れご挨拶
申しました。

モン・ブラン登山を終えてシャモニにもどると、早大
の近藤等先生にお会いできました。そこで川森左智子さ
んの滞在を知り早速ホテルにお尋ねしました。再会を喜
び、「どこぞに登りましょう」と近藤先生にお許しをい
ただいたツゥール・ロンド行きが決まりました。

若者達と 5 人で、エギーユ・デュ・ミディ経由ヴァレ・
ブランシュのローブウェイに乗りトリノの小屋にはいり
ました。夕食は五目ご飯やポタージュスープを作りまし
たが、インスタントのご飯は味がよく便利になりました。

早朝、ジュアン氷河からアンザイレンしてツゥール針
峰、アントレーヴ針峰の下部を川森さんは重いカメラ一
式を担がれて黙々と歩かれました。アントレーヴのコル
に上がるとブレンヴァの大氷壁、その先につい先日立っ
たモン・ブランが輝いていました。ジャンダルムをフラ
ンス側イタリヤ側とまいてコルに出て、岩と雪の斜面を
耐えると頂上。

川森さんはレンズを交換してシャッターをきりまし

た。「貴女方とモン・ブランに登りたかった」とつぶや
かれました。下降はフレッシュ・フイールドのコルから
懸垂で直接氷河に下り時間を稼ぎました。途中川森さん
の片方のアイゼンがはずれて、氷河に消えました。落石
の度に「ナチュラル」「ナチュラル」とコールされ、下
りきった周辺にはアイゼンはありませんでした。クール
メイユールに出て川森さんのお見繕いで食事をしまし
た。ヒッチハイクでモン・ブラントンネルを抜けシャモ
ニに帰りました。

あれは昭和45年、大阪万国博覧会が開催され、私は子
育て中でしたが、63歳の川森さんに圧倒された、それは
素晴らしいシャモニの休日でした。

（注）　川森さん（日本山岳会名誉会員）は1957年の夏、マ
ッターホルンは早大山岳部OBの今井友之助氏（日本山岳
会名誉会員）とガイドレスで、モン・ブランにはシャモ
ニのガイドと登られました。両峰の登頂は日本女性では
最初です。
※『川森左智子追悼集』（平成元年 8 月20日刊）への寄稿
文に加筆しました。
� （2014/5/1受）

私のとっておきの山行　とっておきの山　シャモニの休日 宗實慶子　

■□■　自　己　紹　介�

　　

65歳の春、偶然目にした山旅学校参加者募集に応募し、
机上講座を受けたのが山との出会いです。登山経験もな
く教えられるままに一生懸命みんなについて歩き、苦し
い中にも楽しさを感じ、登頂できた時の感動、達成感は
初めて味わうものでした。月 １ 回の登山だけでは物足り
なくなって他のツアーに積極的に参加し、好日山荘のオ
リエンテーションで重廣支部長との出会いがありまし
た。初めてご一緒した箕面では今までと違う早い歩きに
必死で後を追って歩いたことを懐かしく思い出します。
その後も支部長との出会いのご縁を大切に機会あるごと
にご一緒の山行に参加し続けました。 4 年目には声を掛
けていただき、近畿分水嶺踏査に参加、関西支部の方達
と出会いました。支部からの山行案内が届くと不安を感
じながらも行きたい気持ちを優先していろいろな支部山

私と山
� 黒岩敦子（会友）

行に参加、会友となって現在に至っています。
山との出会いから10年目を迎えますが一番印象に残っ

ている山はゴーキョ峰です。登山をはじめた翌秋、誘い
を受けてアンナプルナ、ダウラギリへの初めての海外ト
レッキング。その翌年にはエベレスト街道を歩き、その
翌年にはもっと近くでエベレストが見たい思いが募って
ゴーキョ峰登頂を実現。登りたいという夢は山と出会っ
て 4 年目に叶えられた幸運でした。

最近では昨年 １ 月県境縦走に参加して瀬戸内海で海水
を汲み、今年 ３ 月の県境縦走で日本海に流し、新しく日
本海の海水を汲む場に立会うことができ感動しました。

これからもゆるやか山行でご一緒しているお元気な諸
先輩を目標に恵まれた健康と環境に感謝し、好奇心を失
わず楽しい山歩きを続けられたらと願う日々です。
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日本の山ではさすがに
富士山をテーマにした曲
が多い。アラン・ホヴァ
ネスがカンタータ「富士」
を書いている。この曲に
使われている詩は、山部
赤人の「田子の浦ゆ　う
ち出でてみれば　真白に
そ　富士の高嶺に　雪は降りける」である。さらに彼の
出世作である交響曲第 2 番「神秘の山」は富士山にイン
スピレーションを得て作曲された。ちなみに夫人は日本
人ソプラノ歌手である。

あとは日本人作曲家に
よるもので、三善晃の交
響詩「連禱富士」や交声
詩曲「富士へ」のほか、
三枝成彰（1942-）のピア
ノ協奏曲「見よ、西風か
ら の 富 士 」、 多 田 武 彦

（1930-）の男声合唱組曲
「富士山」、小林秀雄（1902-1983）の児童合唱組曲「富士
山」、伊藤康英（1960-）の交響的絵画「富士」やマーチ「ふ
じの山」などがある。

山の音楽（３）日本編� 水谷　透

伊藤康英は行進曲「三岳山」も書いている。この曲は
静岡県立引佐高校創立100周年にあたり同校の校歌を用
いて作曲されたもので、三岳山（467m）は同校の北に位
置する。

関西では山の作曲家と称する近藤浩平（1965-）が「甲
山に登る」を書いている。彼には「六甲全山縦走の歌」
があるが、未公開で発表の予定もないようである。また
足立正（1967-）に交響詩「愛宕山」があるが、これは上
方落語の「愛宕山」を題材にした曲である。

そのほかの山を南から順にみていくと、團伊玖磨
（1924-2001）に混声合唱
組曲「大阿蘇」、黛敏郎

（1929-1997）に交響詩「立
山」がある。この曲は立
山黒部アルペンルートの
全線開通を記念して制作
された映画「立山」のた
めに書かれたものである。

東北に入ると、廣瀬量平（1930-2008）の混声合唱組曲
「吾妻山麓」や、佐藤眞（1938-）の混声合唱組曲「蔵王」
があり、林光（1931-2012）には宮沢賢治の詩に作曲した
ソング「岩手山」がある。また高橋竹山（1910-1998）に
よる即興曲「岩木」もある。

　　

サラリーマン時代は、30年にわたって輸出入の仕事に
専念してきた。出張や取引先との商談のため土日・祭日
は休める日が少なく、登山はゴルフ同様時間的に贅沢な
遊びであった。ところが50歳を過ぎて椎間板ヘルニアの
手術をうけてからは、週末が気ままに過ごせる時間にな
った。それでリハビリを兼ねて登山を再開した。毎週 １
回、一人で磁石と2.5万の地形図を持って近畿の山に出
かけた。奈良県内の山を一つずつつぶして行くようにな
ると、大峯山脈や奥駈道が最大の関心事となり、山伏の
まねごとまでするようになった。山に登らない日も週 ３・
4 日は自転車で20㎞を走り脚力の強化に努めた。

今から 4 年前に、慢性化していた脛骨神経障害の右足
を手術した。放っておくと車椅子か寝たきりになるとい
われたからである。予後は思わしくなく、車の運転も不

自己紹介
� 森沢義信（会員番号：13788）

自由になった。山歩きの回数が極端に減少し、最近は「ゆ
るやか山行」やボランティア団体「新宮山彦ぐるーぷ」
の活動に参加している。作業の内容は山小屋の維持管理
や南奥駈道の修復などである。

山での活動以外に励んでいることがひとつある。我が
家の庭でハワイのサクラといわれるジャカランダの花を
開花させることである。ジャカランダは亜熱帯南米原産
で、芳香のある青紫の花を付け、南アフリカ･プレトリ
アでは全世界から観光客を集めている。宮崎県の日南海
岸でも数百本が植栽されているが、寒さに弱いため花を
見ない年もあるらしい。我が家では2009年に鉢植えのジ
ャカランダが開花した。種から育てて19年目の快挙であ
った。奈良県で初めてであった（と思っている）。大木に
するため鉢植えから露地植えにしたが防寒に失敗し、以
来花を見ていない。ちなみに大阪市内では 6 月中旬に数
カ所でジャカランダの花を見ることができる。
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早稲田は1965年、エべレスト山塊のローツェの衛星峰
ローツェ・シャール（8383ｍ）に挑みました。当時は大学
山岳部単独での初の8000ｍ峰挑戦でした。この遠征は成
川隆顕隊員（元JAC常務理事）の滑落事故などで登頂でき
ませんでした。が、村井さんは62年のペルーアンデスに
続いてこの遠征に参加し、成川さんの救出にあたって献
身的な役割を果たしました。 4 年後、その当時の記録を
まとめて『幻想のヒマラヤ』を上梓しました。事故のあ
と極度の過労により高所で意識不明になった村井さん
が、約一カ月後に意識を取り戻すまでの間に見た夢まぼ
ろしの世界が強く印象に残っています。この時の経験は
結果としては、氏の人生観を根本から変えることになり
ました。
「物質的なものには興味が持てず、スピリチャルな根

源への旅を希求するようになっていった。いのちの根源
を見通すためには、見えないものを感知する心の目を開
かなければいけない。いのちは闇の中に瞬く光そのもの
だ」（山で仰ぐ星々の彼方に：岳人さろん「岳人」537号
p86　1995.3�より抜粋）
『幻想のヒマラヤ』には、自己犠牲、友情、メンバー

シップといった人類普遍の価値が極度に高められた形で
表現されています。村井さんの発病は、極度に危険な環
境下でおきた特異な経験ですが、そうした価値ある行為
を実践した中での犠牲ではなかったか、と思うのです。
いじめや、虐待などの極端な事件があとをたたない現在
の社会のもつ病巣をみるにつけ、共に生きることの歓び
や、自己犠牲の実際を伝える上で、この書のもつ価値は
普遍です。

村井 葵さんの思い出 米本隆夫　

【村井葵氏略歴】
　1936年生まれ。早大山岳部OB。1973～1990年関西支部委員。1962年ペルー・
アンデスのアルパマヨなどに登頂。1965年ローツェ ･シャール登山隊に参加。
この時、高山病により長期間、意識不明になる。下山後その解明に努め、高所
における自己管理法を研究する。
　著作に冬樹社刊『幻想のヒマラヤ：ローツェ・シャール登山の記録』（1969）、
日本文芸社刊『登山技術と用具（登山ハンドブックシリーズ）』（1970）、同『写
真で見る岩登り入門』（1975）、同『登山用具入門』（1979）、岳書房刊『高峰へ
の挑戦：高所における自己管理技術』（1979）がある。

東京に住んでいた1997年 7 月から 4 年間は会報「山」
の編集人をつとめました。山岳部の先輩、後輩としてだ
けでなく、編集や印刷の仕事を通じていろいろ教えてい
ただきました。故郷の大阪に帰ってからは、関西支部に
も顔をだし、肺気腫とそれこそ真正面から闘ったと思い
ます。
「死ぬことは全く気になりません。ローツェの １ か月

は自分にとって一瞬であり、意識を失くした死の状態は
宇宙にとけこめることと悟り、ここ 2 ・ ３ 年で体験した
３ 回の集中治療室でのできごとが悟りを深くしてくれま
した」（2014年 2 月の筆者への便りから）

この 7 月、再び入院することとなりました。本人はも
ちろん生還する強い気持ちをもち、呼吸困難と闘いなが
ら肺の塞栓手術をまったようですが、間に合いませんで
した。

2014年 7 月 5 日、故人が誇りをもって、自分を語ると
きの唯一の肩書とした「日本山岳会会員　村井�葵」は、
最愛の奥さまや子供たちに看取られて、悠久の宇宙へ飛
び立ちました。

私の知る限り日本最北
の山は、渡辺宙明（1925-）
が書いた民族音楽的合唱
曲「恐山」である。耳を
つんざく女性の悲鳴から
始まるこの曲は、夜一人
で聴くとトイレに行けな
くなる曲である。

♪曲を聴くために♪

ＣＤ等の録音媒体で発売されていない曲も、パソコン
をお持ちなら動画サイトで多くの曲を聴くことができま
す。

作曲家名と曲名を組み合わせて検索すると、該当する
動画サイトが幾つか出てきます。外国人作曲家の場合も
多くはカタカナで入力すれば出てきます。カタカナで出
ない場合は英語や原語（作曲家名、曲名とも）で検索する
と出てきます。

ただ必ずしもプロの演奏家によるものではなく、特に
吹奏楽や合唱曲では学校のクラブやアマチュアのサーク
ルによるものが多くあります。
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会 務 報 告

2014年 5 月28日（水）
� 梅田東ビル ３ 階会議室（316号室）
　出席者　重廣　金井良　辻　宮川
　斧田　山内　岩崎　久保　水谷　野

口　廣田　宗實　中村　秦　高木
　堀江　大津　中谷　阪下　黒田　茂

木　新本� （以上22名）
支部長コメント

１．評議委員会報告
①支部長交代　信濃（塚原賢勝）、秋

田（今野昌雄）、山梨（深沢健三）、
熊本（松本莞爾）

②山の日制定　平成28年 8 月11日よ
り国民の祝日となる

③海外支部設立の動き　新たに海外
支部規定を作成して対応予定

④平成25年度新入会員218名
　所属支部内訳の報告
⑤2014年 ３ 月 5 日現在会員数の年代

別内訳と問題点について
２．支部関連

①関西支部県境縦走
　3/21久美浜をスタート　5/25大江

山近くの大成峠到達
②80周年記念海外登山
　支部報 6 月号に参加者募集掲載
　日程短縮を模索
③登山教室
　初級（ 6 名）中級（ ３ 名）上級（ 4 名）
　27年度からの土・日開催を検討
　参加人数増加時の講師が課題
④26年度海外トレッキング
　5/13～18　会員 5 、会友 １ 、一般

３ 参加　無事終了
議　事

1 ．各部会報告と予定

総　務

1）本部関連
　支部懇（埼玉）参加申込み　重廣・宗

實・辻・久保・水谷（ 5 名）
2）新年度体制と委員会日程

・新委員　高木稔（山行）・大津幹夫

（山行）・堀江佳市（総務）・竹中雅
幸（山行）

・委員会日程　7/16，9/24，11/12，
　12/24，1/21，3/18，5/13�

3）支部会員異動
・退会　上村規子（会友）、菱田勝彦
（会員会友）

4）80周年に向けて
・記念事業実行体制と工程の報告
・式典会場　神戸北野六甲荘
　（見積もり書提出）
・記念山行　 ３ コースの設定
　山行終了後の入浴施設を探す

5）夏季懇談会　支部報 6 月号に案内
6）その他

・水曜会　入会 １ 年目の会員対象　
第 １ 回　6/11

・スケッチの会　第 １ 回　7/7
・会友の行事参加について
　本部行事・他支部行事への参加は

不可とし、支部行事への参加のみ
可とするのが妥当

・登山教室の参加者は会員・会友外

を対象とし、会員・会友も参加可
山　行

・例会実施状況と参加者数報告
自然保護

・行事実施状況と参加者数報告
図　書

・阿部蔵書手書きリストアップ6/2
～3終了予定　秋に頒布予定

・蔵書を読む会　8/27
・著者と語る会　11/15　成瀬陽一

氏に依頼する
岳　連

・中村久住氏が会長に就任
支部報

・ 6 月号発行スケジュール
　6/11発送13:00～
・阿部さん追悼号10月末発行予定

2 ．その他

・藤木祭打合せ　6/5
� 以上

第１回（５月）委員会議事録

第25回　誕生127年

藤�木�祭
　　　　　　　　　日　時　平成26年 9 月28日（日）　午後 １ 時から
　　　　　　　　　場　所　芦屋・高座の滝前（雨天決行）
　　　　　　　　　主　催　�日本山岳会関西支部　兵庫県山岳連盟
　　　　　　　　　　　　　大阪府山岳連盟
　　　　　　　　　後　援　芦屋市　近畿地区山岳連盟

++++++++
藤木祭記念ハイキング
集　合　平成26年 9 月28日（日）午前 9 時
場　所　阪急岡本駅北側・桜守公園
コース　�桜守公園…岡本八幡神社…保久良神社…金鳥山…はぶ谷分

岐…パノラマ道…横池…風吹岩…高座の滝
担　当　大阪府山岳連盟、兵庫県山岳連盟
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2014年 7 月16日（水）
� 梅田東ビル ３ 階会議室（316号室）
　出席者　重廣　金井良　辻　斧田
　水谷　山内　野口　岩崎　宗實　阪

下　秦　廣田　中谷　茂木　黒田　
新本� （以上16名）

支部長コメント

１．本部の動向に関して、
　来年度以降の各支部への運営交付

金・事業助成金の基準を3月末会員
数とした他、日本ブータン協会への
法人入会、茨城支部長交代、支部登
山者講習会（ 9 月）、山岳 4 団体懇談
会、110周年記念事業委員会、第 8
回日中韓三国合同交流登山、支部合
同会議、評議員懇談会等 9 件の報告

２．他支部関連　東海支部より全国ボ
ランティア登山情報交換会（11月）の
案内が来た事、及び広島支部名越實
会員を偲ぶ会（7/12）の報告

３．関西支部関連　県境縦走滝峠に到
達（6/29）の報告

　4000山グランプリ四国（7/12～13）の
報告及び四国支部の動向について

４．80周年記念行事関連　80年史掲載
予定「関西支部海外登山の歩み（仮
題）」の資料収集の為アンケートを
発送した件、その他記念登山コース・
記念品について

５．来春四国支部が全国支部懇談会の
開催予定としているので、関西支部
80周年記念行事（ 5 月）との切り分け
の考慮が必要

議　事

１．各部会報告と予定
総　務

1）本部関連
・ユースクラブ講習会（9/19～21，

9/21～23）への案内があった�（59
歳未満対象）

・ホームページ「親子で楽しむ山登
り」掲載記事依頼に対し担当者を
決める

　大阪（剣尾山　廣田）、岡山（重廣）、
和歌山（高野山　辻）、奈良（森沢）

2）会員異動
　川戸昭三（会員→会友）、浅野清彦・

初子夫妻（退会）、藤井裕人（首都圏
転勤異動）

3）本部より年会費の口座振替（平成27
年度より）への協力依頼があった

4）80周年にむけての実行体制と工程の
確認
・ 8 月募金開始（登山隊メンバーの

中でマネージャーを選定する）、
支部報12月号に依頼文書と振込み
用紙を入れる

・ 9 月に記念行事詳細を決定し、支
部報（12月号）と「山」（ １ 月号）に
掲載依頼

・来賓者（兵庫県知事、神戸・芦屋
市長、JAC会長、大阪・兵庫岳連）
に事前打診

・フォーラム、講演者への依頼状は
7 月中に発送

・記念誌　原稿〆切 8 月 ３ 日　座談
会の編集終了

・記念山行は各コース（ ３ コース）六
甲山頂上で集合し、昼食記念写真
の後14時までにバス（神戸バス 2
台）にて有馬温泉「かんぽの宿」
に送り、入浴解散

・記念品は「サコシュ」を候補とし
見積もりを取る

5）夏季懇談会　講師謝礼（交通費・宿
泊・資料代）

6）毎日新聞山の日イベント（8/11）毎日
新聞オーバルホールにて平林さん基

調講演
7）藤木祭（9/28）閉会挨拶関西支部担当

25周年につき記念品準備
8）スケッチの会　 7 月雨のため中止　

次回 9 月予定
9）26年度総務委員　業務担当確認
10）水曜会についての報告
　第 ３ 回は 8 月 6 日。
山　行

1）例会実施状況と参加者数の報告
2）26年度第１回山行委員会報告（活動

方針、仕事と役割分担、緊急時の新
連絡網）

自然保護

1）行事実施状況と参加者数報告
2）6/2大台ヶ原周囲歩道補修現地検討

会、6/25富士山ガイダンス、7/9東
お多福山草原復元活動打ち合わせ会
へ各 １ 名参加

図　書

1）蔵書を読む会
　 8 月27日　13時～17時
2）著者と語る会
　11月15日　会場大阪府立図書館は

8/1抽選後決定
　講師・成瀬陽一氏
　演題8/2までに確認
支部報・広報

1）支部報 9 月号
　原稿〆切 7 月末　 9 月10日発送
2）阿部さん追悼号
　追加原稿〆切 8 月末　10月末発行
� 以上

第２回（７月）委員会議事録

❖❖❖❖❖　新入会員・復活会員名簿　❖❖❖❖❖
新入会員 須 本 淳 史 61才 664-0883 伊丹市南鈴原�1-76 090-2534-0555

　 渡 邊　 豊 37才 665-0006 宝塚市紅葉ガ丘�5-12 078-391-4502
支部会友 川 戸 昭 三 86才 665-0054 宝塚市鹿塩�1-3-13 0798-52-1829
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Room日録　2014年
4 月 ３ 日（木）　郵便受け取り
　　 5 日（土）　郵便受け取り
　　15日（火）　�本山寺山森林づくりの

会総会
　　16日（水）　評議員会
　　21日（月）　郵便受け取り
　　23日（水）　総会準備
　　28日（月）　図書整理
　　　　　　　�スケッチ同好会打ち合

わせ
5 月 ３ 日（土）　郵便受け取り

　　 6 日（火）　支部報編集委員会
　　　　　　　80周年式典打ち合わせ

7 日（水）　図書整理
20日（火）　郵便受け取り
25日（日）　郵便受け取り
28日（水）　支部委員会
31日（土）　80年史編集会議

6 月 ３ 日（火）　図書整理
4 日（水）　80周年記念海外登山PJ
11日（水）　支部報発送
　　　　　水曜会
18日（水）　近畿分水嶺編集会議

　　　　　山行委員会
21日（土）　80年史編集会議
23日（月）　郵便受け取り
25日（水）　総務委員会

7 月 9 日（水）　水曜会
16日（水）　第 2 回支部委員会
24日（木）　80周年記念海外登山PJ
28日（月）　80年史　作業
　　　　　水曜会準備
29日（火）　80年史　作業
30日（水）　80年史　作業
31日（木）　80年史　作業

受贈一覧
 （2014. 5 . 1 ～ 7 .31受理分）

『岳人冠松次郎と学芸官中田俊造：戦
前期における文部省山岳映画』　東京：
北区飛鳥山博物館，2014.3
登山月報　第541,542,543,544号　日本
山岳協会
山岳大阪　No.201　大阪府山岳連盟
兵庫山岳　第562,563,564,565号　兵庫
県山岳連盟
日本山岳会東京多摩支部年次報告書　
2013　町田：日本山岳会東京多摩支部
2012年日本・パキスタン国交樹立60周
年記念日本山岳会福島支部創立65周年
記念日本パキスタン合同カルコルム登

山隊報告書　福島：日本山岳会福島支
部，2014.6
宮城県の山地及び丘陵における放射線
量測定結果報告書　仙台：日本山岳会
宮城支部，2014.6
日本山岳会支部報
・［青森支部］会報　第14号
・宮城山岳通信　第 ３ 号
・秋田山岳　No.93
・埼玉支部報　第12号
・千葉支部だより　第27号
・［東京］たま通信　第16,17号
・富山支部会報　No.96
・甲斐山岳　第 6 号
・不盡　第75号　静岡支部

・東海支部報　No.138
・［京都・滋賀］支部だよりNo.115�
・JAC�Hiroshima　第52号
・東九州支部報　第65,66号
・JAC北九だより　No.69�
・宮崎支部報　第49号

スケッチ同好会例会のご案内

 
第 2 回
日　時　　平成26年 9 月22日（月）10:30～15:00
　　　　　小雨決行
集　合　　近鉄奈良駅　行基像前　9:30
行　先　　奈良公園（行基像より公園へ徒歩約40分）
持ち物　　�水彩を主とする画材一式、カメラ、弁当、

飲み物、日よけ帽など熱中症対策グッズ、
折り畳み椅子

申込締切　平成26年 9 月16日（火）
申込先　　中野峯子
� e-mail：minekoainekuraine@ares.eonet.ne.jp
� ℡：072-964-1936　携帯090-5652-7171

第 3 回
日　時　　平成26年11月17日（月）10:30～15:00
　　　　　小雨決行（屋根のある休憩所を利用します）
集　合　　近鉄橿原神宮前駅中央口　10:10
行　先　　橿原神宮（徒歩約20分）
持ち物　　�水彩を主とする画材一式、カメラ、弁当、

飲み物、傘など
申込締切　平成26年11月10日（月）
申込先　　岩崎しのぶ
� e-mail：sinobunr4822@nike.eonet.ne.jp
� ℡：0743-74-2259
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14-20　4000山グランプリ　

日永岳1216ｍ・舟伏山1040ｍ
日　時：10月 4 日（土）・ 5 日（日）
コース：樽見駅　日永岳　舟伏山　樽見駅
地　図：2.5万分の １ 「下大須」「谷合」�
備　考：�詳しくはメールで問い合わせてください
　　　　難易度の高い山　テント山行
　　　　80周年記念海外登山のトレーニング山行
　　　　一般参加可　山岳保険加入が必須
申込み： 9 月20日迄　重廣恒夫

14-21　ゆるやか山行【里山探訪】歴史と文化を訪ねる16

葛城山系・屯鶴坊から二上山
日　時：10月23日（木）
コース：�関屋駅（近鉄大阪線）　屯鶴坊　穴虫峠　二上

山雌岳　雄岳　二上神社口分岐　二上山駅
（近鉄南大阪線）

地　図：2.5万分の １ 「大和高田」
昭文社：金剛・葛城
備　考：�里山を歴史や文化を訪ねながらのんびり歩く

山行でコースを変更する場合もあります
　　　　�歩行距離　約7㎞　歩行時間　約 4 時間（休憩

時間含まず）
申込み：10月16日迄�　久保和恵

14-22　関西支部県境縦走22

日　時：10月25日（土）・26日（日）
コース：�9 月までの進捗状況によりコースが決まりま

す　ＨＰ等で確認してください
備　考：詳しくは申込者に連絡します
申込み：10月12日迄　山内幸子

14-23　4000山グランプリ　四国の山

明神山442m・太竜寺山618m
日　時：11月 8 日（土）・ 9 日（日）�
備　考：四国支部との合同山行
申込み：10月26日迄　家段勝好または重廣恒夫

14-24　ゆるやか山行【里山探訪】歴史と文化を訪ねる17

生駒山系・交野山から三国山
日　時：11月20日（木）
コース：�JR河内磐船駅　かいがけの道　傍示の里　

交野山　白旗池　国見山　JR津田駅�
地　図：2.5万分の1「枚方」
備　考：�里山を歴史や文化を訪ねながらのんびり歩く

山行でコースを変更する場合もあります
　　　　�歩行距離　約10km　歩行時間約 4 時間30分

（休憩時間含まず）
申込み：11月13日迄　久保和恵

14-25　関西支部県境縦走23

日　時：11月22日（土）・23日（日）
コース：�10月までの進捗状況によりコースが決まりま

す　ＨＰ等で確認してください
備　考：詳しくは申込者に連絡します
申込み：11月 7 日迄　山内幸子

14-26　4000山グランプリ　

経ヶ岳764.8ｍ・剣ヶ岳799.4ｍ・吉野ヶ岳547.0ｍ
日　時：11月29日（土）・30日（日）
コース：勝山駅　経ヶ岳　剣ヶ岳　吉野ヶ岳　福井駅
地　図：2.5万分の １ 「山王」「永平寺」�
備　考：�詳しくはメールで問い合わせてください
　　　　難易度の高い山　テント山行
　　　　80周年記念海外登山のトレーニング山行
　　　　一般参加可　山岳保険加入が必須
申込み：�11月20日迄　重廣恒夫

14-27　ゆるやか山行【里山探訪】歴史と文化を訪ねる18

（忘年山行）湖北・佐和山城跡から彦根散策
日　時：12月18日（木）
コース：�JR彦根駅　龍潭寺　大洞弁財天　本丸跡　

国道 8 号線登山口　JR彦根駅
　　　　彦根城散策　JR彦根駅
地　図：2.5万分の １ 「彦根」
備　考：�里山を歴史や文化を訪ねながらのんびり歩く

山行でコースを変更する場合もあります
　　　　�歩行距離　約6km　歩行時間約 ３ 時間30分

（休憩時間含まず）
申込み：12月11日迄　久保和恵

14-28　関西支部県境縦走24

日　時：12月20日（土）・21日（日）
コース：�11月までの進捗状況によりコースが決まりま

す　ＨＰ等で確認してください
備　考：詳しくは申込者に連絡します
申込み：12月 7 日迄　山内幸子

2014年10月～12月　 支 部 山 行 計 画

※申込み先は後のリストを参照してください【いずれも締切厳守】
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ステップアップ登山教室　　　一般対象　募集中

　 ２ ndステップ　 ３ rdステップ

初級　『地図とコンパスを持って六甲山を歩く』
　　10月 7 日（火）　高尾山739m
　　11月 4 日（火）　六甲最高峰931.3m　
　　12月11日（木）　冬の安全・快適登山術（座学）
中級　『沢歩き』
　　 9 月25日（木）　西滝ヶ谷～六甲最高峰
　　10月23日（木）　大月地獄谷～五助山
　　11月20日（木）　五助谷～西お多福山
　　12月11日（木）　冬の安全・快適登山術（座学）
上級　『岩登り・沢の初歩・雪山の初歩』
　　 9 月18日（木）　京都北山・毘沙門谷
　　10月16日（木）　高野山・弁天谷
　　11月13日（木）　武田尾・西ノ谷
　　12月11日（木）　�冬の安全・快適登山術・積雪期

登山の基礎知識（座学）

家段勝好　e-mail：k-kadan@gb4.so-net.ne.jp
久保和恵　e-mail：uncletorys05-kazu@nifty.com
　　　　　FAX：079-565-0530
黒田記代　e-mail：kuroda@makino.kmu.ac.jp
重廣恒夫　e-mail：tsuneo.shigehiro@asics.com
山内幸子　e-mail：sacchyama2f0710@yk2.so-net.ne.jp

申込み先一覧

2014年10月～12月　 自 然 保 護 行 事

1 　東お多福山ススキ草原復元活動

・10月 8 日（水）　秋の植生調査と管理作業
� 予備日 9 日（木）
・11月26日（水）　�全面ササ刈作業� 予備日27日（木）
※集合：阪急芦屋川駅 8 時50分（土樋割峠　 9 時30分）

２ 　第18回森の勉強会　東海支部自然保護委員会主管

11月 8 日（土）～ 9 日（日）　愛知県・猿投の森
「山」の案内参照　詳細は参加希望者に別途連絡
締切： 9 月30日（先着順のケースあり）

３ 　日本山岳会関西支部本山寺山の森（本山寺山森林づ
くりの会活動）
・10月 2 日（木）　44林班　森林整備、枯死木除伐
・10月19日（日）　44林班　森林整備、枯死木除伐
・11月 6 日（木）　45林班ろ ３ 　間伐、森林整備
・11月16日（日）　44林班ろ　選木、森林整備
・12月 4 日（木）　45林班ろ 4 　つるきり、森林整備

・12月21日（日）　45林班ろ 4 　つるきり、森林整備
※集合：JR高槻駅北口アルプラザ前　 8 時50分
� （参拝者駐車場 9 時30分）

4 　自然保護全国集会

11月22日（土）　広島工業大学　広島校舎
　�支部報告、講演「里山資本主義」（NHK広島・井上

恭介氏）、討議、ワークショップ　懇親会　会費
12,000円

締切：10月10日
�関連行事：23日（日）広島山岳平和祭、24日（月）弥山フ
ィールドスタディ

斧田一陽　TEL＆FAX�072-633-6556／090-4037-4542
※締め切り：�森の勉強会、自然保護全国集会を除き、

開催日の一週間前まで

問い合わせ・申込み先

日　時　平成25年11月15日（土）
　　　　13時45分～15時30分
場　所　大阪府立中央図書館　大会議室（ 2 階）
　　　　〒577-0011�東大阪市荒本北1-2-1
　　　　Tel�06-6745-0170
交　通　近鉄けいはんな線
　　　　（地下鉄中央線乗り入れ）
　　　　荒本駅下車（ １ 号出口）北西へ約400ｍ
講　演　沢登りの地平線　日本の谷から世界の谷へ
講　師　成瀬陽一（なるせ　よういち）氏

1962年　愛知県豊田市生まれ
海綿充血隊、海外溯行同人など会員
東京新聞出版局刊『俺は沢ヤだ！』（2009）。

「岳人」763-774号（2011）に「大滝巡攀」、
799-806号に「沢登りの地平線」を各連載。

申込み・問合せ
〒634-0812�橿原市今井町�2-1-24-704

中谷�絹子
Tel�0744-29-2760／090-1220-6250

会場の都合上、ハガキまたは電話にて11月10日ま
でにお申し込みください。

「著者と語る会」のご案内
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出発日～帰着日 旅行代金（大阪発着） 

11/ 4(火)～11/ 7(金) ￥158,000 

11/18(火)～11/21(金) ￥158,000 
 

ニュージーランド屈指の大展望が得られるルートバーン・トラックへ 

期 間 限 定 で 運 行 さ れ る
関 空 発 着 の ニ ュ ー ジ ー
ラ ン ド 航 空 を 利 用 し ま
す。美しい山岳風景や深
い森、山上の湖、大迫力
の滝など、変化に富んだ
自 然 が 楽 し め る ル ー ト
バーン・トラックを歩き
ま す 。 関 空 よ り 大 阪 支
店・竹森壮孝が同行。 

台北市内に３連泊。滞在型の日程でゆったりハイキング 

出発日～帰着日 旅行代金（大阪発着） 

11/3(月)～11/9(日) ￥484,000 
 

─ ◇ お 知 ら せ ◇ ───────────────── 

「ロングトレイル倶楽部」のご案内 
世界を代表する“ロングトレイル”の名にふさわしい、各

コースをご紹介するロングトレイル倶楽部。専用カタログ

をご用意しておりますので、お気軽にご請求ください。 

◇―アルパイン・メイト・ポイントのご案内─◇ 
●当社海外ツアーにご参加いただくと、旅行代金の１％にあたる

ポイントが帰国翌日に自動加算されます。 
●貯まったポイントは次回の割引やアウトドアグッズへ交換可能。 
●入会金や年会費、面倒な手続きなどは一切不要です。 

「アルパイン・メイト・ポイント」の詳細はお問合せください。 

残 ７ 
 

残 ５ 
 

残 ４ 
 

 

ススキの穂がたなびく
11月 は ハ イ キ ン グ に
最適な季節です。台北
市内の快適なホテルに
３連泊し、ハイキング
はもとより、観光や食
も楽しむ、コンパクト
な日程ながら盛りだく
さんのツアーです。 

〈編集後記〉
☆山岳雑誌『岳人』が、東京新聞出版部の手を離れ、在阪企業のモンベル
から出版されることになった。編集長を務める辰野代表は大阪で編集する
ことにこだわり、編集部にお誘いがあった。よくも悪くも、これまでの路
線では商業出版としては成り立たないことが露呈してしまった今後、『岳
人』はどこに向かえばいいのか、しばらくは悩みが続くことになる。（Ｋ）
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発行者　重廣恒夫
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